
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像からなる一組の画像に対して、組を構成することを表す情報と撮影する毎に
１つずつ増加する一連の番号と画像ファイルの種類を表す拡張子からなる画像ファイル名
を付与する付与手段と、
　前記付与手段により付与された画像ファイル名を記憶する記憶手段と、
　前記付与手段は、組を構成する画像の位置情報を付与することを特徴とする画像処理装
置。
【請求項２】
　前記付与手段は、組を構成することを表す情報を画像の入力順に付与することを特徴と
する請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　画像の入力モードを設定するモード設定手段を更に有し、
　前記モード設定手段により設定された入力モードに応じて前記付与手段を制御する制御
手段と
　を有する事を特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記記憶手段は、画像ファイル名を同一ディレクトリ内に記憶することを特徴とする請
求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
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　複数の画像からなる一組の画像に対して、組を構成することを表す情報と撮影する毎に
１つずつ増加する一連の番号と画像ファイルの種類を表す拡張子からなる画像ファイル名
を付与し、
　前記付与された画像ファイル名をメモリに記憶させることを特徴とする画像処理方法で
あって、
　組を構成する画像の位置情報を付与することを特徴とする画像処理方法。
【請求項６】
　組を構成することを表す情報を画像の入力順に付与することを特徴とする請求項５に記
載の画像処理方法。
【請求項７】
　画像の入力モードを設定し、
　前記設定された入力モードに応じて画像ファイル名の付与を制御することを特徴とする
請求項５に記載の画像処理方法。
【請求項８】
　前記画像ファイル名を同一ディレクトリ内に記憶させることを特徴とする請求項５に記
載の画像処理方法。
【請求項９】
　コンピュータに複数の画像からなる一組の画像に対して、組を構成することを表す情報
と撮影する毎に１つずつ増加する一連の番号と画像ファイルの種類を表す拡張子からなる
画像ファイル名を付与する付与手順、前記付与された画像ファイル名をメモリに記憶させ
る制御手順を実行させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記憶媒
体であって、
　前記付与 は、組を構成する画像の位置情報を付与することを特徴とするコンピュー
タ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、撮影した画像をデジタル画像として記録し、記録したデジタル画像を再生する
画像処理装置及びその方法、画像ファイルフォーマット、記憶媒体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、画像信号をディジタル信号に変換して半導体メモリカードや小型のハードディスク
などのＰＣＭＣＩＡ記録媒体に記録するディジタル電子スチルカメラが開発されている。
上記ディジタル記録媒体はパーソナルコンピュータでデータを読むことができるように構
成されている。
【０００３】
このようなディジタル電子スチルカメラが発生する画像データの従来の技術としては、Ｊ
ＥＩＤＡ（日本電子工業振興協会）発行の“ディジタルスチルカメラ用ＩＣメモリカード
ラインＤＳＣ６８ピン規格”に記載されているフォーマットがある。
【０００４】
この規格においては、ＰＣＭＣＩＡ記録媒体は、ＭＳ－ＤＯＳ互換のブロックデバイスと
して利用され、画像ファイル、音声ファイルは媒体上にファイルとして記録される。また
、画像に関連する付帯情報、例えば撮影年月日、撮影モード、撮影条件などは個々のファ
イルの中に記録される。
【０００５】
そして、この媒体に記録された画像情報や音声ファイルをパーソナルコンピュータ上で再
生しようとする場合、ＤＯＳの機能を用いて、例えば特定のサブディレクトリに存在する
ファイルの情報を一覧してコンピュータスクリーンに表示して、再生すべきファイルをユ
ーザーに選ばせることができるようにしている。
【０００６】
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ただし、この場合、ＤＯＳが理解できる情報はファイルネームやファイル作成年月日やフ
ァイルサイズなどに限られる。すなわち、これらの情報は、ＤＯＳのディレクトリ構成規
約に従って媒体上の連続領域に記録されているため、比較的高速に復元することができる
。そして、ファイル作成年月日を撮影年月日と一致させることで、よりユーザーのわかり
やすい情報の提示も可能になる。
【０００７】
このようなファイル管理において、連写により撮影した複数の画像が一組として識別でき
るように記録する方法として、特開平５－２５２４７４号公報や特開平６－２３３２２５
号公報には、連写で撮影したことを示す文字と、連写の組毎に付ける番号と、連写時の連
続番号とをファイル名に含めて画像を記録することが開示されている。
【０００８】
また、画像データのファイル管理システムとして、本出願人は、特願平８－２７３４９４
にて、同一の撮影装置を用いる限りにおいては、重複しないで、順番にファイル番号がフ
ァイル名に付されるシステムを提案している。
【０００９】
図１５に、このファイル管理システムに従ったファイル名の例を示す。ファイル名の頭の
３文字は“ IMG”，次の５文字には撮影する毎に１つずつ増していく５桁の数字によるフ
ァイル番号 currFileNoが付せられる。このファイル番号 currFileNoはカメラ内に保存され
ている。
【００１０】
記録媒体が入れ替えられた時には、新しく装着された記録媒体に記録されているファイル
のファイル名に付けられているファイル番号のうち最大のもの FileNoFoundと、カメラ内
に保存されているファイル番号とを比較して、 currFileNo　＞　 FileNoFound　の場合は c
urrFileNoをそのまま使い、そうでない場合は、  FileNoFound＋ 1を新しく currFileNoとし
てカメラに保存して使用する。
【００１１】
ここでは、 5桁数字の内、最上位の値が“ 0”の場合には、見やすいように“ _”で置き換
えている。拡張子の３文字は、ＪＰＥＧ圧縮された画像ファイルであるので、“ .JPG”が
付けられている。各ファイルは、検索のしやすいように、ファイル番号が５０毎に別のデ
ィレクトリに整理される。ここでは、ファイル番号が３３３２から３３５０までのファイ
ルは“ CTG_0066.CTG”のディレクトリに、ファイル番号が３３５１から３４００までのフ
ァイルは“ CTG_0067.CTG”のディレクトリに整理されている。
【００１２】
パノラマモードで撮影した場合の画像構成を図１５に示す。図１５に示していない画像は
、単独撮影であるが、ファイル名からは、パノラマモードであるか否かは判断できない。
パノラマを構成する位置に関する情報は、ファイル内に記録されている。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように、従来の技術は、連続撮影の組と単独撮影とではファイル名の体系が異な
っているものや、組が判別できないファイル名になっており、ファイル名だけでは組とし
ての撮影と単独撮影の撮影順序の区別ができないという問題が生じた。
【００１４】
本発明は上述の問題点に鑑み、記録媒体に記録されている画像に関係する情報をユーザに
高速に表示できるようにすることを目的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明は、複数の画像からなる一組の画像に対して、組を
構成することを表す情報と撮影する毎に１つずつ増加する一連の番号と画像ファイルの種
類を表す拡張子からなる画像ファイル名を付与する付与手段と、前記付与手段により付与
された画像ファイル名を記憶する記憶手段と
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特徴とする画像処理装置を提供する。
【００１６】
　上記課題を解決するために、本発明は、複数の画像からなる一組の画像に対して、組を
構成することを表す情報と撮影する毎に１つずつ増加する一連の番号と画像ファイルの種
類を表す拡張子からなる画像ファイル名を付与し、前記付与された画像ファイル名をメモ
リに記憶させることを特徴とする画像処理方法

を提供する。
【００１７】
　上記課題を解決するために、本発明は、コンピュータに複数の画像からなる一組の画像
に対して、組を構成することを表す情報と撮影する毎に１つずつ増加する一連の番号と画
像ファイルの種類を表す拡張子からなる画像ファイル名を付与する付与手順、前記付与さ
れた画像ファイル名をメモリに記憶させる制御手順を実行させるためのプログラムを記録
したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、前記付与 は、組を構成する画像
の位置情報を付与することを特徴とするコンピュータ読み取り可能な記録媒体を提供する
。
【００１９】
【発明の実施の形態】
（第１の実施形態）
図１はデジタルカメラ１０１を背面から見たときの、操作部と表示部を示す図である。
【００２０】
図１において、１０２はレリーズ動作を起動するレリーズボタン、１０３は光学ファイン
ダー、１０４は撮影枚数等のカメラの状態を表示するＬＣＤ、１０５は電子ビューファイ
ンダーとカメラの状態を示す表示とを兼用するＬＣＤ、１０６はカメラのモードを選択す
るモードダイアルで、カメラの電源のオンとオフ、通常撮影モード、パノラマ撮影モード
、画像再生表示モードを選択出来るモード選択手段である。
【００２１】
１０７、１０８、１０９、１１０はモードの細部を設定する場合にＬＣＤと連動して使用
するボタンで、モードダイアル１０６でパノラマ撮影モードが選択された場合には、これ
らのボタンとＬＣＤ表示を使って、後に示すような２×２モード、横一列モード、縦一列
モードを選択する。また、横一列モードが選択された場合には、さらに右から順番に撮影
するか、あるいは左から撮影するかを選択を行う。また、縦一列モードが選択された場合
には上から下の順番に撮影するか、あるいは下から上の順番に撮影するかの撮影方向の選
択を行なう。
【００２２】
各モードでの一組の画像の撮影を終了すると、１０７のＳＥＴボタンで終了する。１１１
は記録媒体収納部の蓋。デジタルカメラ１０１は、カメラ全体の制御を内部のマイクロコ
ンピュータで行なっており、以下のファイル制御も同様に制御される。
【００２３】
図２はモードダイアル１０６でパノラマモードを選択したときに、ビューファインダー１
０５に表示される画面である。
【００２４】
図１７は、本発明の実施形態の構成を示す図である。
【００２５】
図１７において、１００は図１に示すデジタルカメラ１０１のブロック構成図である。
【００２６】
１０は撮影レンズ、１２は絞り機能を備えるシャッター、１４は光学像を電気信号に変換
する撮像素子、１６は撮像素子１４のアナログ信号出力をディジタル信号に変換するＡ／
Ｄ変換器である。
【００２７】
１８は撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、Ｄ／Ａ変換器２６にクロック信号や制御信号を
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供給するタイミング発生回路であり、メモリ制御回路２２及びシステム制御回路５０によ
り制御される。
【００２８】
２０は画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモリ制御回路２２か
らのデータに対して所定の画素補完処理や色変換処理を行う。
【００２９】
また、画像処理回路２０においては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い
、得られた演算結果に基づいてシステム制御回路５０が露光制御手段４０、測距制御手段
４２に対して制御を行う、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス
）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理を行っている。
【００３０】
さらに、画像処理回路２０においては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行
い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理も
行っている。
【００３１】
２２はメモリ制御回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理回
路２０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮・伸長回路３２を制
御する。
【００３２】
Ａ／Ｄ変換器１６のデータが画像処理回路２０、メモリ制御回路２２を介して、或いはＡ
／Ｄ変換器１６のデータが直接メモリ制御回路２２を介して、画像表示メモリ２４或いは
メモリ３０に書き込まれる。
【００３３】
２４は画像表示メモリ、２６はＤ／Ａ変換器、２８はＴＦＴ　ＬＣＤ等から成る画像表示
部であり、画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データはＤ／Ａ変換器２６を
介して画像表示部２８により表示される。
【００３４】
画像表示部２８を用いて撮像した画像データを逐次表示すれば、電子ファインダー機能を
実現することが可能である。
【００３５】
また、画像表示部２８は、システム制御回路５０の指示により任意に表示をＯＮ／ＯＦＦ
することが可能であり、表示をＯＦＦにした場合には画像処理装置１００の電力消費を大
幅に低減することが出来る。
【００３６】
３０は撮影した静止画像や動画像を格納するためのメモリであり、所定枚数の静止画像や
所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶量を備えている。
【００３７】
これにより、複数枚の静止画像を連続して撮影する連写撮影やパノラマ撮影の場合にも、
高速かつ大量の画像書き込みをメモリ３０に対して行うことが可能となる。
【００３８】
また、メモリ３０はシステム制御回路５０の作業領域としても使用することが可能である
。
【００３９】
３２は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを圧縮伸長する圧縮・伸長
回路であり、メモリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理或いは伸長処理を行い、
処理を終えたデータをメモリ３０に書き込む。
【００４０】
４０は絞り機能を備えるシャッター１２を制御する露光制御手段であり、フラッシュ４８
と連携することによりフラッシュ調光機能も有するものである。
【００４１】
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４２は撮影レンズ１０のフォーカシングを制御する測距制御手段、４４は撮影レンズ１０
のズーミングを制御するズーム制御手段、４６はバリアである保護手段９の動作を制御す
るバリア制御手段である。
【００４２】
４８はフラッシュであり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能も有する。
【００４３】
露光制御手段４０、測距制御手段４２はＴＴＬ方式を用いて制御されており、撮像した画
像データを画像処理回路２０によって演算した演算結果に基づき、システム制御回路５０
が露光制御手段４０、測距制御手段４２に対して制御を行う。
【００４４】
５０は画像処理装置１００全体を制御するシステム制御回路、５２はシステム制御回路５
０の動作用の定数、変数、プログラム等を記憶するメモリである。
【００４５】
５４はシステム制御回路５０でのプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等を用い
て動作状態やメッセージ等を表示する液晶表示装置、スピーカー等の表示部であり、画像
処理装置１００の操作部近辺の視認し易い位置に単数或いは複数個所設置され、例えばＬ
ＣＤやＬＥＤ、発音素子等の組み合わせにより構成されている。
【００４６】
また、表示部５４は、その一部の機能が光学ファインダー３３内に設置されている。
【００４７】
表示部５４の表示内容のうち、ＬＣＤ等に表示するものとしては、例えば、シングルショ
ット／連写撮影表示、セルフタイマー表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示
、残撮影可能枚数表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示、フラッシ
ュ表示、赤目緩和表示、マクロ撮影表示、ブザー設定表示、時計用電池残量表示、電池残
量表示、エラー表示、複数桁の数字による情報表示、記録媒体２００及び２１０の着脱状
態表示、通信Ｉ／Ｆ動作表示、日付け・時刻表示、外部コンピュータとの接続状態を示す
表示、等がある。
【００４８】
また、表示部５４の表示内容のうち、光学ファインダー３３内に表示するものとしては、
例えば、合焦表示、撮影準備完了表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、フラッシ
ュ充電完了表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示、記録媒体書き込
み動作表示、等がある。
【００４９】
さらに、表示部５４の表示内容のうち、ＬＥＤ等に表示するものとしては、例えば、合焦
表示、撮影準備完了表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、フラッシュ充電完了表
示、記録媒体書き込み動作表示、マクロ撮影設定通知表示、二次電池充電状態表示、等が
ある。
【００５０】
そして、表示部５４の表示内容のうち、ランプ等に表示するものとしては、例えば、セル
フタイマー通知ランプ、等がある。このセルフタイマー通知ランプは、ＡＦ補助光と共用
して用いても良い。
【００５１】
５６は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ等が用いら
れる。
【００５２】
６０、６２、６４、６６、６８、７０及び７２は、システム制御回路５０の各種の動作指
示を入力するための操作手段であり、スイッチやダイアル、タッチパネル、視線検知によ
るポインティング、音声認識装置等の単数或いは複数の組み合わせで構成される。
【００５３】
ここで、これらの操作手段の具体的な説明を行う。
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【００５４】
６０はモードダイアルスイッチで、電源オフ、自動撮影モード、撮影モード、パノラマ撮
影モード、再生モード、マルチ画面再生・消去モード、ＰＣ接続モード等の各機能モード
を切り替え設定することが出来る。
【００５５】
６２はシャッタースイッチＳＷ１で、不図示のシャッターボタンの操作途中でＯＮとなり
、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワイトバラ
ンス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等の動作開始を指示する。
【００５６】
６４はシャッタースイッチＳＷ２で、不図示のシャッターボタンの操作完了でＯＮとなり
、撮像素子１２から読み出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介してメ
モリ３０に画像データを書き込む露光処理、画像処理回路２０やメモリ制御回路２２での
演算を用いた現像処理、メモリ３０から画像データを読み出し、圧縮・伸長回路３２で圧
縮を行い、記録媒体２００或いは２１０に画像データを書き込む記録処理という一連の処
理の動作開始を指示する。
【００５７】
６６は画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチで、画像表示部２８のＯＮ／ＯＦＦを設定すること
が出来る。
【００５８】
この機能により、光学ファインダー３３を用いて撮影を行う際に、ＴＦＴ　ＬＣＤ等から
成る画像表示部への電流供給を遮断することにより、省電力を図ることが可能となる。
【００５９】
６８はクイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチで、撮影直後に撮影した画像データを自動
再生するクイックレビュー機能を設定する。なお、本実施例では特に、画像表示部２８を
ＯＦＦとした場合におけるクイックレビュー機能の設定をする機能を備えるものとする。
【００６０】
７０は各種ボタンやタッチパネル等からなる操作部で、メニューボタン、セットボタン、
マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写／連写／セ
ルフタイマー切り替えボタン、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニュー移動－（マイ
ナス）ボタン、再生画像移動＋（プラス）ボタン、再生画像－（マイナス）ボタン、撮影
画質選択ボタン、露出補正ボタン、日付／時間設定ボタン等がある。
【００６１】
７２は圧縮モードスイッチで、ＪＰＥＧ圧縮の圧縮率を選択するため、或いは撮像素子の
信号をそのままディジタル化して記録媒体に記録するＣＣＤＲＡＷモードを選択するため
のスイッチである。
【００６２】
ＪＰＥＧ圧縮のモードは、例えばノーマルモードとファインモードが用意されている。
【００６３】
ＪＰＥＧ圧縮のモードに於いては、撮像素子１４から読み出されてＡ／Ｄ変換器１６、画
像処理回路２０、メモリ制御回路２２を介して、メモリ３０に書き込まれた画像データを
読み出し、圧縮・伸長回路３２により設定した圧縮率に圧縮を行った後、記録媒体２００
或いは２１０に記録を行う。
【００６４】
ＣＣＤＲＡＷモードでは、撮像素子１４の色フィルタの画素配列に応じて、ライン毎にそ
のまま画像データを読み出して、Ａ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介して、メモ
リ３０に書き込まれた画像データを読み出し、記録媒体２００或いは２１０に記録を行う
。
【００６５】
８０は電源制御手段で、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り
替えるスイッチ回路等により構成されており、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量
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の検出を行い、検出結果及びシステム制御回路５０の指示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバー
タを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部へ供給する。
【００６６】
８２はコネクタ、８４はコネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮ
ｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる電源手段
である。
【００６７】
９０及び９４はメモリカードやハードディスク等の記録媒体とのインタフェース、９２及
び９６はメモリカードやハードディスク等の記録媒体と接続を行うコネクタ、９８はコネ
クタ９２及び或いは９６に記録媒体２００或いは２１０が装着されているか否かを検知す
る記録媒体着脱検知手段である。
【００６８】
なお、本実施形態では記録媒体を取り付けるインターフェース及びコネクタを２系統持つ
ものとして説明している。もちろん、記録媒体を取り付けるインターフェース及びコネク
タは、単数或いは複数、いずれの系統数を備える抗生としても構わない。また、異なる規
格のインターフェース及びコネクタを組み合わせて備える構成としても構わない。インタ
ーフェース及びコネクタとしては、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラッシュ）
カード等の規格に準拠したものを用いて構成して構わない。
【００６９】
さらに、インタフェース９０及び９４、そしてコネクタ９２及び９６をＰＣＭＣＩＡカー
ドやＣＦ（コンパクトフラッシュ）カード等の規格に準拠したものを用いて構成した場合
、ＬＡＮカードやモデムカード、ＵＳＢカード、ＩＥＥＥ１３９４カード、Ｐ１２８４カ
ード、ＳＣＳＩカード、ＰＨＳ等の通信カード、等の各種通信カードを接続することによ
り、他のコンピュータやプリンタ等の周辺機器との間で画像データや画像データに付属し
た管理情報を転送し合うことが出来る。
【００７０】
１０２は、画像処理装置１００のレンズ１０を含む撮像部を覆う事により、撮像部の汚れ
や破損を防止するバリアである保護手段である。
【００７１】
３３は光学ファインダであり、画像表示部２８による電子ファインダー機能を使用するこ
と無しに、光学ファインダのみを用いて撮影を行うことが可能である。また、光学ファイ
ンダー３３内には、表示部５４の一部の機能、例えば、合焦表示、手振れ警告表示、フラ
ッシュ充電表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示などが設置されて
いる。
【００７２】
５７は通信手段で、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳＩ、
モデム、ＬＡＮ、無線通信、等の各種通信機能を有する。
【００７３】
１１２は通信手段１１０により画像処理装置１００を他の機器と接続するコネクタ或いは
無線通信の場合はアンテナである。
【００７４】
２００はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。
【００７５】
記録媒体２００は、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２０２、画像処
理装置１００とのインタフェース２０４、画像処理装置１００と接続を行うコネクタ２０
６を備えている。
【００７６】
２１０はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。
【００７７】
記録媒体２１０は、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２１２、画像処
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理装置１００とのインタフェース２１４、画像処理装置１００と接続を行うコネクタ２１
６を備えている。
【００７８】
図２（Ａ）は、パノラマモードの詳細を選択する画面で、モードダイアル１０６でパノラ
マモードを選択した直後、あるいは、２×２モード、横一列モード、縦一列モードのうち
一つのモードでの撮影が終了したときに表示される。２０１、２０２、２０３は、夫々２
×２モード、横一列モード、縦一列モードを示すアイコンで、１１０の〔 +〕ボタンを押
す毎に２０４の選択枠カーソルが移動する。好みのモードで、１０７の〔 SET〕ボタンで
選択指定する。
【００７９】
図２（Ｂ）は、２×２モードで撮影している途中の画面で、右上の一枚を撮影後、右下の
画像をこれから撮影するところである。右上２０５に撮影済みの画像が表示され、右下２
０６には、これから撮影する画像がビューファインダーとして表示される。これから撮影
する画像は、〔 +〕ボタン１１０を押すことによって、４つの内から次々に選択でき、そ
の場所がビューファインダーとして表示される。
【００８０】
４枚の画像の撮影が終ったら、〔 SET〕ボタン１０７を押して、 4枚組の撮影が終了し、画
像は図２（Ａ）にもどる。〔 SET〕ボタン１０７を押す前であれば、夫々の画像の撮り直
しも出来る。撮り直しでは、画像ファイル名は、撮り直す前のファイル名のままで、画像
データが、撮り直したものに入れ替わり保存される。
【００８１】
図３は、第一の実施形態のファイル名を示す図である。
【００８２】
ＤＯＳで扱えるように、ファイル名は、英数字８文字と、拡張子 3文字とから構成される
。ファイル名の頭の３文字は、単独撮影の場合は“ IMG”，パノラマ撮影の場合は頭の 2文
字を後の画像の縫合せ（ stitch）作業から“ ST”、それに続く１文字はアルファベットの
文字配列の頭から一文字ずつ抽出した文字“ A”，“ B”，“ C”，…で構成する。このた
め、一組のファイル数の最大は２６で、これを超えた構成が指示されても、受け付けない
。
【００８３】
ファイル名の次の５文字は、前記従来例に記載の特願平８－２７３４９４のファイル番号
と同じように決められる。撮影する毎に１つずつ増していく５桁の数字によるファイル番
号 currFileNoが付せられる。ファイル番号 currFileNoはカメラ内に保存されている。記録
媒体が入れ替えられた時には、新しく装着された記録媒体に記録されているファイルのフ
ァイル名に付けられているファイル番号のうち最大のもの FileNoFoundと、カメラ内に保
存されているファイル番号とを比較して、  currFileNo　＞ FileNoFound　の場合は currFi
leNoをそのまま使い、そうでない場合は、  FileNoFound＋ 1を新しく currFileNoとしてカ
メラに保存して使用する。ここでは、 5桁数字の内、最上位の値が“ 0”の場合には、見や
すいように“ _”で置き換えている。拡張子の３文字は、ＪＰＥＧ圧縮された画像ファイ
ルであるので、“ .JPG”が付けられている。
【００８４】
各ファイルは、検索のしやすいように、ファイル番号が５０毎に別のディレクトリに整理
される。ここでは、ファイル番号が３４０１から３４５０までのファイルは“ CTG_0068.C
TG”のディレクトリに、ファイル番号が３４５１から３５００までのファイルは“ CTG_00
69.CTG”のディレクトリに整理されている。
【００８５】
図４は、図３に対応したパノラマ画像の構成を示す図である。
【００８６】
図４（Ａ）は、２×２のパノラマモードの画像構成で、“ STA_3435.JPG”から“ STD_3438
.JPG”までの４枚の画像ファイルに対応している。図４（Ｂ）は、横一列のパノラマモー
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ドの画像構成で、“ STA_3441.JPG”と“ STD_3442.JPG”の２枚の画像が、左から順番に撮
影された場合を示す。図４（Ｃ）は、引き続き横一列のパノラマモードの画像構成である
が、撮影時には、４（Ｂ）の撮影が終了し、２０６のセットボタンを押して組の撮影の終
了を指示した後に、モードダイアルは以前のパノラマモードのままで、２×２モード、横
一列モード、縦一列モードから横一列モードを選択して、さらに撮影方向を選択した後に
撮影される。
【００８７】
“ STA_3443.JPG”から“ STD_3445.JPG”までの 3枚が、ここでは、右から順番に撮影され
た場合を示している。図４（Ｄ）は、縦一列のパノラマモードの画像構成で、“ STA_3450
.JPG”と“ STD_3451.JPG”の２枚の画像が、上から下に順番に撮影されたもので、ファイ
ル番号が５０毎にディレクトリを変えるという規則に従って、上下の二枚が夫々別のディ
レクトリに整理されている。
【００８８】
位置に関する情報は、ここではファイル名には反映されていなくて、ファイル内に記録さ
れている。
【００８９】
図５は、第一の実施形態のファイル名を付与するときのフローチャート図である。撮影の
前には、モードダイアルと細部設定ボタンで撮影モードと細部の設定が指示される。パノ
ラマモードで、２×２モード、横一列モード、縦一列モードのいずれかが選択される度に
、パノラマの組内で付ける番号 STNoに“１”をセットする。また、ファイル番号 currFile
Noは、カメラ出荷時に“１”にセットされている。レリーズボタン１０２で撮影の後、画
像処理を行い、保存データが確定した後、このフローに従ってファイル名を定めて画像デ
ータを記録媒体に保存する。
【００９０】
上述の一連の処理を、以下、フローチャートに従って説明する。
【００９１】
ステップＳ５１では、現在のモードがパノラマモードに設定されているか否かが判断され
る。ステップＳ５１で、パノラマモードが設定されていると判断された場合には、ステッ
プＳ５２でパノラマモードのファイル名を付与する。左から 2文字は“ ST”、左から３文
字目には、アルファベットの文字を一文字ずつ“ A”、“ B”、“ C”…と順番に要素に持
つ配列 AB〔〕から、 AB〔 STNo〕を抽出して、与える。次の 5文字は、 currFileNoの５桁の
数字で、見やすいように、 5桁目が“ 0”の場合は“ _”に置き換える。拡張子は“ .JPG”
をつける。
【００９２】
次に、ステップＳ５３では、組内番号 STNoを、１を加えた値に変更する。次に、ステップ
Ｓ５４では、ファイル番号 currFileNoを、１を加えた値に変更する。
【００９３】
また、ステップＳ５１でパノラマモードでなく、通常撮影モードが設定されていると判断
された場合、ステップＳ５５で通常撮影モードのファイル名を与える。左から３文字は“
IMG”、次の 5文字は、 currFileNoの５桁の数字で、見やすいように、５桁目が“ 0”の場
合は“ _”に置き換える。拡張子は“ .JPG”。次にステップＳ５４に進む。
【００９４】
ここでは、一枚の撮影毎にこのフローの処理が行われるので、ファイル名のアルファベッ
トの順番とファイル番号の順番は、撮影の順番であり、また、データを保存する順番とな
る。
【００９５】
ファイル名の頭が“ STA”であると画像の組の頭のファイルであり、以後ファイル番号順
に、次のファイル名の頭が“ STA”または“ IMG”となる手前までが一組の画像であること
がファイル名から判断できる。
【００９６】
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以上説明したように、本実施形態によれば、複数のデータが一組となっているような場合
に、組を構成することを示す文字、他の組とは区別する文字、ファイル番号を示す文字を
ファイル名に含ませることによって、ファイル名だけから、組に属するか否か、データ生
成、保存の順番等が判断でき、使用者がデータの整理をする場合や、パーソナルコンピュ
ータ上のプログラムで整理、処理する時に迅速に対応出来る。
【００９７】
（第２の実施形態）
第２の実施形態を図６から図８に示す。
【００９８】
第１の実施形態と同様の部分は説明を省く。
【００９９】
図６はファイル名を示す図である。ファイル名の頭の３文字は、単独撮影の場合は“ IMG
”、パノラマ撮影の場合は頭の２文字を“ PN”、それに続く１文字は、撮影の順番に、組
が現れる毎に“ A”，“ B”，“ C”，“ D”，と続き“ Z”までくると再び“ A”からくりか
えす文字で構成する。次の５文字はファイル番号である。
【０１００】
図７は、図６に対応したパノラマ画像の構成を示す。
【０１０１】
図８は第２の実施形態のファイル名を付与するときのフローチャート図である。
【０１０２】
ファイル番号 currFileNoは、カメラ出荷時に“１”にセットされており、また同時に、パ
ノラマ番号 PNNoが“１”にセットされる。撮影の前には、モードダイアルと細部設定ボタ
ンで撮影モードと細部の設定が指示されている。
【０１０３】
パノラマモードで、２×２モード、横一列モード、縦一列モードのいずれかが選択される
。レリーズボタン１０２で撮影の後、画像処理を行い、保存データが確定した後、このフ
ローに従ってファイル名を定めて画像データを記録媒体に保存する。
【０１０４】
以下、フローチャートに従って説明する。
【０１０５】
ステップＳ８１で、現在のモードがパノラマモードに設定されているか否かが判断される
。ステップＳ８１でパノラマモードが設定されていると判断された場合には、ステップＳ
８２でパノラマモードのファイル名を付与する。左から 2文字は“ PN”、左から３文字目
には、アルファベットの文字を一文字ずつ“ A”、“ B”、“ C”…と順番に要素に持つ配
列 AB〔〕から、 AB〔 PNNo〕を抽出して、与える。次の 5文字は、 currFileNoの５桁の数字
である。
【０１０６】
次に、ステップＳ８３では、ファイル番号 currFileNoを、１を加えた値に変更する。
【０１０７】
また、ステップＳ８１でパノラマモードでなく、通常撮影モードが設定されていると判断
された場合、第１の実施形態と同様に、ステップＳ８４で通常撮影モードのファイル名を
与える。そしてステップＳ８３に進む。パノラマ画像の一組の撮影が終了したときには、
２０６のセットボタンが押され、組の撮影の終了が指示される。このときに、パノラマ番
号 PNNoを、１を加えた値に変更する（図示せず）。
【０１０８】
ファイル名の頭が“ PN”であると画像の組に含まれるファイルであり、以後ファイル番号
順に、ファイル名の 3文字目が同じ文字のファイルが一組の画像であることがファイル名
から判断できる。
【０１０９】
（第３の実施形態）
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第３の実施例を図９から図１１に示す。
【０１１０】
第１の実施形態と同様の部分は説明を省く。
【０１１１】
図９はファイル名を示す図である。ファイル名の頭の３文字は、単独撮影の場合は“ IMG
”，パノラマ撮影の場合は頭の１文字を撮影の順番に組が現れる毎に“ P”，“ Q”，“ P
”，“ Q”，と繰り返す組分文字で、次の２文字は、パノラマ画像を構成する位置を示す
。列と行を表す数字で、左上を“ 0”列“ 0”行として表している。次の５文字はファイル
番号である。
【０１１２】
図１０は、図９に対応したパノラマ画像の構成を示す。
【０１１３】
図１１は第３の実施形態のファイル名を付与するときのフローチャート図である。ファイ
ル番号 currFileNoは、カメラ出荷時に“１”にセットされており、同時に組分文字が“ P
”にセットされている。撮影の前には、モードダイアルと細部設定ボタンで撮影モードと
細部の設定が指示されている。パノラマモードで、２×２モード、横一列モード、縦一列
モードのいずれかが選択され、撮影時には、ユーサーインターフェースの処理プログラム
によって、これから撮影する画像が、パノラマのどの位置を構成するかの情報がファイン
ダー１０３内あるいは電子ビューファインダー１０５に表示される。レリーズボタン１０
２で撮影の後、画像処理を行い、保存データが確定した後、このフローに従ってファイル
名を定めて画像データを記録媒体に保存する。
【０１１４】
以下、フローチャートに従って説明する。
【０１１５】
ステップＳ１１１では、現在のモードがパノラマモードであるか否かが判断される。ステ
ップＳ１１１でパノラマモードが設定されていると判断された場合には、ステップＳ１１
２では、パノラマ画像の構成位置の情報をユーサーインターフェースの処理のメモリから
取得する。
【０１１６】
次に、ステップＳ１１３でファイル名を付与する。左端の文字を組分文字、左から二番目
の文字は、パノラマ画像の何列目かを示す数字、左から三番目の文字は、パノラマ画像の
何行めかを示す数字で、パノラマの左上端の画像を０列０行としている。次の 5文字はフ
ァイル番号である。ステップＳ１１４、Ｓ１１５、Ｓ１１６で、組分文字が“ P”，“ Q”
交互に現れるように設定し、ステップＳ１１７でファイル番号 currFileNoを、１を加えた
値に変更する。
【０１１７】
また、ステップＳ１１１で通常撮影モードであると判断された場合には、ステップＳ１１
８で第１の実施形態と同じ処理をする。
【０１１８】
ファイル名の頭が“ P”または“ Q”のファイルが組に含まれる画像ファイルであり、ファ
イル番号順に並べて、“ P”が並んでいるものが一組のパノラマ画像、または“ Q”が並ん
でいるものが一組のパノラマ画像と判断出来る。
【０１１９】
また、一組の画像から、ファイル名の 2文字目、 3文字目からパノラマ画像を構成する位置
が解る。
【０１２０】
（第４の実施形態）
第４の実施形態を図１２から図１４に示す。
【０１２１】
第１の実施例と同様の部分は説明を省く。

10

20

30

40

50

(12) JP 3862404 B2 2006.12.27



【０１２２】
図１２はファイル名を示す図である。ファイル名の頭の３文字は、単独撮影の場合は“ IM
A”，パノラマ撮影の場合も、一枚目の画像は“ IMA”で、二枚目以降は、順番に“ IMB”
，“ IMC”，“ IMD”，…とする。 26枚を超える画像は受け付けない。次の５文字はファイ
ル番号である。
【０１２３】
図１３は、図１２に対応したパノラマ画像の構成を示す。
【０１２４】
図１４は第４の実施形態のファイル名を付与するときのフローチャート図である。ファイ
ル番号 currFileNoは、カメラ出荷時に“１”にセットされている。撮影の前には、モード
ダイアルと細部設定ボタンで撮影モードと細部の設定が指示されている。パノラマモード
で、２×２モード、横一列モード、縦一列モードのいずれかが選択される時に、 GRNoを“
１”にセットする（図示せず）。レリーズボタン１０２で撮影の後、画像処理を行い、保
存データが確定した後、このフローに従ってファイル名を定めて画像データを記録媒体に
保存する。
【０１２５】
以下、フローチャートに従って説明する。
【０１２６】
ステップＳ１４１で、現在の撮影モードがパノラマモードであるか否かが判断される。ス
テップＳ１４１でパノラマモードであると判断された場合には、ステップＳ１４２では、
その時に設定されている GRNoに従って、ファイル名を定める。ファイル名の頭の２文字は
、“ IM”、次の文字は、アルファベットの文字を一文字ずつ“ A”、“ B”、“ C”…と順
番に要素に持つ配列 AB〔〕から、 AB〔 GRNo〕を抽出して与える。次の 5文字はファイル番
号である。
【０１２７】
次に、ステップＳ１４３で GRNoを、１を加えた値に変更し、ステップＳ１４４でファイル
番号 currFileNoを、１を加えた値に変更する。
【０１２８】
また、ステップＳ１４１で通常撮影モードであると判断された場合には、ステップＳ１４
５で GRNoを“１”としてファイル名を定める。
【０１２９】
ファイル名の頭が“ IMA”のファイル名だけでは、組に含まれるか否かは判断できないが
、ファイル番号順にならべると、以後に“ IMB”が続くか否かで、パノラマ画像の一部を
構成するかどうか判断できる。
【０１３０】
以上の実施形態では、パノラマ撮影を例に挙げて説明したが、複数の画像を組として扱う
場合には同様なファイル名の設定が出来る。
【０１３１】
例えば、連続写真でも同様なファイル名を付けることができる。また、上記実施形態では
、一枚の画像の撮影毎にファイル名を付与して記録媒体に保存したために、ファイル番号
の順番が撮影の順番であり、かつ保存の順番となったが、複数の画像を一度バッファメモ
リに保存しておいて、その後、記録媒体に保存する時に、記録位置の順番にファイル番号
や組内の順番の文字を取得することもできる。
【０１３２】
また、上記実施形態では、組内の順番の文字や、組毎の順番の文字をアルファベットで示
したが、桁数を上げて文字列としたり、数字や数字と英字との組合わせ、更には２バイト
コードの文字でファイル名を表記することもできる。
【０１３３】
上記実施形態においては、プログラムを ROMに保持する場合について説明したが、これに
限定されるものではなく、任意の記憶媒体を用いて実現してもよい。また、同様の動作を
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する回路で実現してもよい。
【０１３４】
なお、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からなる
装置に適用してもよい。前述した実施形態の機能を実現するソフトウエアのプログラムコ
ードを記録した記録媒体を、システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコ
ンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に格納されたプログラムコードを読み出
し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。この場合、記録媒体から
読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実現することになり、そ
のプログラムコードを記録した記録媒体は本発明を構成することになる。
【０１３５】
プログラムコードを供給するための記録媒体としては、例えば、フロッピーディスク、ハ
ードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤーＲＯＭ、ＣＤーＲ、磁気テープ、不
揮発性のメモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。
【０１３６】
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュー
タ上で稼働しているＯＳなどが実際の処理の一部または全部を行ない、その処理によって
前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１３７】
更に、記録媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能拡
張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた後
、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わ
るＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行ない、その処理によって前述した実施形
態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１３８】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、複数の画像からなる一組の画像に対して、組を
構成することを表す情報と撮影する毎に１つずつ増加する一連の番号と画像ファイルの種
類を表す拡張子からなる画像ファイル名 を付与するため
、
【図面の簡単な説明】
【図１】デジタルカメラの操作部と表示部を示す図である。
【図２】デジタルカメラのＬＣＤ表示の例を示す図である。
【図３】第１の実施形態のファイル名を示す図である。
【図４】第１の実施形態のパノラマ画像の構成を示す図である。
【図５】第１の実施形態のファイル名生成のフローチャート図である。
【図６】第２の実施形態のファイル名を示す図である。
【図７】第２の実施形態のパノラマ画像の構成を示す図である。
【図８】第２の実施形態のファイル名生成のフローチャート図である。
【図９】第３の実施形態のファイル名を示す図である。
【図１０】第３の実施形態のパノラマ画像の構成を示す図である。
【図１１】第３の実施形態のファイル名生成のフローチャート図である。
【図１２】第４の実施形態のファイル名を示す図である。
【図１３】第４の実施形態のパノラマ画像の構成を示す図である。
【図１４】第４の実施形態のファイル名生成のフローチャート図である。
【図１５】従来例のファイル名を示す図である。
【図１６】従来例のパノラマ画像の構成を示す図である。
【図１７】本発明の実施形態の構成を示す図である。
【符号の説明】
１０１　デジタルカメラ本体
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と組を構成する画像の位置情報と
使用者は画像を整理する場合に迅速に対応することができる。



１０２　レリーズボタン
１０３　光学ファインダー
１０４　サブＬＣＤ
１０５　電子ビューファインダーＬＣＤ
１０６　モードダイアル
１０７　細部設定ボタン
１０８　細部設定ボタン
１０９　細部設定ボタン
１１０　細部設定ボタン
１１１　記録媒体収納部蓋
２０１　２×２モード選択アイコン
２０２　横一列モード選択アイコン
２０３　縦一列モード選択アイコン
２０４　選択カーソル
２０５　撮影済画像表示画面
２０６　電子ビューファインダー表示画面
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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